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卒業研究題目
Erlangを用いたP2P情報共有システムのための

シミュレータの構築

近年，自律性，負荷分散の特徴を持つ P2Pネットワークが注目を集めており，データ
共有や動画配信など，多くのアプリケーションに利用，開発が行われている．筆者の属す
る研究グループでは，P2P環境において情報の流通・交換を想定し，流通するデータのト
レーサビリティを実現するためのレコード交換システム PI-REXを開発している．
開発したシステムやアプリケーションを実用的にしていくには，評価が必要不可欠であ

る．しかし，実際に数千～数万ノードの端末を起動して評価することはコストなどの面で
非常に困難である．このため，シミュレーションを用いて評価を行うことが多い．しかし
P2Pネットワークの構成法や検索手法を評価するための P2Pシミュレータは多く存在す
るが，PI-REXのようなP2Pデータベースをシミュレーションする適切なシミュレータは
存在していない．
一方で，近年，関数型プログラミング言語 Erlangが注目を集めている．Erlangの大き

な特徴としては，原則的に共有メモリはないため，排他制御も必要なく，効率的な並列分
散処理を可能としていることが挙げられる．P2Pシミュレータには，大量の並列処理が必
要であるため，シミュレータの実装に Erlangは適している．
このような背景から，本研究ではErlangを用いたP2P情報共有システムのためのシミュ

レータの構成，機能，及び実装について，検討と開発を行った．本シミュレータの特徴は，
ピア上で動作するアプリケーションとシミュレータの土台となるプラットフォームを分離
した設計としていることである．ピア上で動作するP2P情報共有システムを拡張モジュー
ルに実装することで，様々なシステムへの対応が可能である．また，Erlangを用いて実装
を行っており，OTPといった汎用的な動作をまとめたライブラリを扱い，軽量で大規模な
シミュレータの構築を図っている．本シミュレータの構成図を図 1に，拡張モジュールと
して PI-REXシステムを実装した際のシミュレータの動作の流れを図 2に示す．
今回は，本シミュレータの実装を行い，拡張モジュールとしてPI-REXシステムの一部

を実装し，シミュレータ上で動作をさせた．実際に簡単なシミュレーションやログ解析を
行い，本シミュレータによりシステムの解析・評価できることを確認した．
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図 1 シミュレータの構成
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図 2 シミュレータの流れ


